
第 1.464回例会    平成 29 年 11 月 8 日(水) 

＜今日のプログラム＞ 

1.）点      鐘       

2.）ロータリーソング    「我らの生業」 

3.）４つのテスト唱和  ４．） 本日のビジター紹介 

5.）会長の時間     6.）幹事報告        

7.）出席報告      8.）ハッピーBOX 披露 

9.）各委員会報告 

10.）会員卓話「宇治橋信雄会員」 

11.）ＳＡＡより次週例会案内 

12.）  点  鐘    

第 1.463回例 平成 29 年 11 月 1 日（水）の記録     

■ 4 つ の テ ス ト 唱 和      

中武 幹雄会員 

言行はこれに照らしてから 

1. 真実かどうか 

2. 皆に公平か   

3. 好意と友情を深めるか 

4. みんなの為になるかどうか 

■会長の時間       会長 郡司武俊会員  

皆さんこんにちは、本日は

押川弘己ガバナー公式訪問

です。毎回例会で四つのテ

ストを唱和しますが、 

この四つのテストがどのよ

うにして生まれたか調べて

きました。1932 年の世界大恐慌のときシカゴのロ

ータリアンでありロータリー創立 50 周年に国際ロ

ータリー会長を務めたハーバート J・テーラーが考

えたものです。彼はジュエル･ティー株式会社の役

員であった 1932 年にクラブ・アルミニュウム製品

株式会社に破産の危機から救って欲しいと要請さ

れ、これに応えてジエル者を去りクラブアルミニュ

ウムという沈みかけた会社と浮き沈みを共にする

覚悟を決意しました。先ず彼は会社の全従業員が使

えるような倫理上の尺度、すなわち人が踏み行う正

しい道の目安を模索し、4 つのテストを書き上げま

した。テーラーの会社の 4 人の部長はそれぞれ宗教

が違いましたが全員このテストが自分の宗教に合

致するだけでなく会社や個人の生活にも模範とな

る価値観を与えてくれると述べています。4 つのテ

ストはクラブアルミ会社の苦境期の決定を下す基

盤となり、当時 40 万ドルの負債がありましたが、

会社の広告を「最上」「極上」などの表現をさけ、

製品の実際の姿を手短に述べるように変え、またラ

イバル会社への非難、悪口の広告やパンフレットを

なくしました。やがて４つのテストは従業員の仕事

のあらゆる面において指針となりその結果信頼と

好意の雰囲気が取引先や顧客と従業員の中に生ま

れて、1937 年就任して 5 年目後には 40 万ドルの負

債は利子と共に完済されて資産が 20 万ドル近く成

長したそうです。このテストを実際に使う人は誰で

も必ず良い結果が得られるとテーラーは言ってい

ます。1940 年以来多くのロータリアンが自分の職

業、地域、個人レベルにおける言行の尺度すなわち

物事を判断する目安として 4 つのテストを利用し

て来ました。職業奉仕に相応しい言葉と認められて

いますが、問いかけているだけで答えは出ていませ

ん。１、真実かどうか。これは「偽りはないか」「本

当のことか」という意味であり、自分に問いかけて

います。２、みんなに公平か。これは関係する全て

の人に公平かどうかと言う事です。ロータリアンの

仲間だからとか特別の関係がある人だからとか、他

の事で便宜をはかってもらった人だからといって

特別に便宜をはかってはならないという。３、好意

と友情を深めるか。「取引に愛を込めて」という意

味はこのことである。取引するに当たって関係者間

に信用という精神的絆ができ好意と友情が生まれ

るのは素晴らしいことである。４、みんなの為にな

るかどうか。職業倫理の目標はみんなの為になると

いう事につながるのである。4 つのテストはいかな

る意味において規則として取り扱ってはいけませ

ん、また規範すなわち手本、模範でも教義、すなわ

ち行おうとする考えや伝えようとしている意味で

もなく、あくまで自己評価を促すもので、自分を高

める秘飛躍台です。皆さんの会社、生活に 4 つのテ

ストを活用しましょう。 
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■幹事報告       SAA 梶田與之助会員 

<文書事項>＊高鍋 RC~11 月

度例会案内＊11 月度ロータ

リーレート 1㌦ 114円＊川原

GE年度及びG年度の宿泊予

約について。 

 

■出席報告         岩切 正司会員 

 

 

 

 

 

 

■ハッピーBOX 披露      杜 一飛会員 

＜財団へ＞岩切正司会員ガバナーをお迎えして。 

■米山奨学金 11 月度授与式   杜一飛さんへ           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■    ポール HF バッジ贈呈式          

  ●会長郡司武俊会員●副会長太田 忍会員へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■♪11 月セレモニー♪ おめでとう御座います。  

 

■      バナー交換式             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 押川弘己ガバナーより ガバナーアドレス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■      クラブフォーラムの様子                 

 

押川弘己ガバナー 

久寿米木和夫ガバナー

補佐誠に有り難う御座

いました。 

会員数   27 名 

免除数    2 名 

出席数   20 名 

欠席届   ７名 

MU   １ 名    

出席率  88.0％ 

％ 


